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瀬戸市のまちづくりを新たなステージへ 
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はじめに 

 

瀬戸市では、誰もが安心していきいきと心豊かに暮らせるよう

に、様々な主体が連携・協働してまちの課題を解決する取り組み

を推進してきました。 

まちは、様々な主体の活動により成り立っています。様々なテ

ーマで活動をするＮＰＯや市民活動団体、地域を舞台に活動する

地域力向上組織、アカデミックな視点で研究をする大学、まちづ

くりへの協力が期待される企業、そして行政などがあります。こ

うした様々な主体が、お互いに協力してまちづくりにかかわった

ら！と、想像してみてください。「１＋１＝２」の活動が「１＋１

＝3 以上」の力を発揮すると思いませんか。 

多様化し、複雑化する地域課題に応えていくためには、協働に

よるまちづくりをさらに進める必要があります。 

そこで市民活動団体を支援する瀬戸市市民活動センターでは、

今回ＮＰＯや市民活動団体と行政との協働に視点をあてた「コラ

ボレーションガイド（協働の手引き）」を作成しました。 

今後は、このガイドを片手に様々な主体間の、多様な協働が生

まれるような瀬戸市を皆さんと一緒に目指していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

目指す協働のイメージ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※様々な主体間のコラボレーションがありますが、この手引きでは、 

市民活動団体と行政のコラボレーションについて記述しています。 

 

用語の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

2 

 

■コラボレーション（＝協働） 

様々な組織が、共通の目的を達成するために、それぞれの得 

意分野や特性を活かし、お互いを尊重しながら対等の立場で、 

役割分担を行いつつ連携し、共に考え行動すること。 

■市民活動団体 

地域・コミュニティといった活動エリアを限定せず、瀬戸市

内を中心として、自主的、自立的に行う営利を目的としない

社会貢献活動を行う団体。 

 ①不特定多数の者の利益に寄与することを目的とする非 

 営利活動であること。 

②自主・自立的かつ継続した活動を行う団体であること。 

③会則・代表者を有し、活動内容・団体運営状況が常に 

  公開可能であること。 

④宗教・政治活動でないこと。    
 

今回は行政 
と 

市民活動団体 

地域 

大学 

企業 

行政 



 

 

  

 

市民活動団体と行政が同じ目的を達成しようとすることで、相

乗効果が生まれ、より有益な市民サービスが期待できます。 

 

こんな効果が！ 

 

■ 課題解決のために話し合うことで、単独ではできなかったこ 

とができるようになります。 

■ お互いを理解し、得意分野や特性を活かすことで、より良い

アイディアが生まれ、解決に向けての事業が進みやすくなり

ます。 

■ お互いのネットワークを活かして、事業の幅を広げることが 

できます。 

■ 新しい情報や手法を得ることができ、レベルアップを図るこ

とができます。 

■ 役割分担を明確にすることで、責任感が生まれ、連携・協力 

して事業を進めることができます。 

■ 話し合いを深めることで、信頼関係が生まれ、継続性のある

安定した事業を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

１ コラボレーションしてみませんか 



 

 心がまえは！ 

 

■ お互いが実施している事業について、日頃から協働の可能性

を探しましょう。 

■ お互いに積極的な意思疎通を図るために、情報を交換し、交

流しましょう。 

■ お互いの考え方がマッチしない場合、時間をかけ話し合い、

同じ方向を見つけましょう。 

■ 同じ目線で協働事業を進め、お互いの役割、責任を明確にし

ておきましょう。 

■ 協働の事業を実施する中で、どのようなリスクが存在するか

十分注意を払い、回避するための対策を立てておくことが大

切です。その都度、話し合いましょう。 

 

【市民活動団体にとって・・・】 

・市民活動団体の活動の場や幅が広がり、新たな活動が展開できます。 

・市民活動団体の持つ情報や市民の身近に感じているニーズを行政に 

伝えることができます。 

【行政にとって・・・】 

・行政だけでは十分な対応が困難になってきている多様な市民ニーズ 

に対し、市民活動団体のもつ柔軟性や専門性などの特性が反映され 

市民ニーズにあった公共サービスの提供が可能になります。 

・行政が単独では実行困難だった問題の解決、問題自体の把握などが 

「協働」によって可能となり、よりきめ細かな公共のサービスを実 

施することが出来るようになります。 

   

 

 



コラボレーション（協働）の領域 
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市民活動団

体が主体と

なり、責任を

もって行う

領域 

 

 

市民活動団

体が主体と

なり、行政の

協力によっ

て行う領域 

 

市民活動団

体と行政が

それぞれ主

体となり、連

携・協力して

行う領域 

行政が主体

となり、市民

活動団体の

参加・協力を

得ながら行

う領域 

 

行政が主体

となり、責任

をもって行

う領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動団体と行政の協働の領域 

共催 

事業協力（人・もの・資金・情報） 

    

後援 

【
か 

た 

ち 

（
例
）
】  
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【交流フェスタ】 

 市民活動団体＋行政 

 

 

コラボレーション（協働）の「かたち」 

 

協働には様々な「かたち」があります 
 

かたちの例１（共催） 

市民活動団体と行政がともに主体として一つのことを行う 

「かたち」 

 

 

 

 

 

 

※「交流フェスタ」：市民に広く 

 

 

 

※「交流フェスタ」：市民に広く市民活動を周知するために開催。多くの市

民活動団体から情報発信を行い、同時に団体相互の交流を図るために開催。 

 

 

 

 

事務局の市民活動セン

ターと行政が一緒に、

参加する市民活動団体

へ説明会を行い、 

目的を共有しました。 

当日は多くの市民も来

場、団体のステージ発表、

ブース展示、復興応援（熊

本・東北物産展など） 

を通して市民活動を知っ

てもらいました。 

 



かたちの例２ (事業協力／人・もの・資金・情報） 

市民活動団体と行政がお互いの特性を活かして、協力し合い

ながら事業を行う「かたち」 

 

 

 行政＋自治会＋地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

その他、市民活動団体が自主的に行う公益事業に対し、行政が

名を連ねることで支援する「後援」や、行政が、もの・資金・

情報などの支援を行うこともあります。また、行政が責任を持

って担う事業を、より効果的に実施するためにＮＰＯ法人もし

くは実績のある団体に委託する「かたち」もあります。 

 

 

 

 

コラボレーションするために 

 

【菱野団地再生計画策定検討委員会】 

自治会＋住民代表＋ＮＰＯ＋企業＋大学＋行政 

【コミュニティ交通社会実験】「菱野団地住民バス」 

自治会＋地域力向上組織＋行政 

 

 

運転手は地域のボランティアさん 

です。低速電動バスは時速 19kｍで 

走り、利用者は日を追うごと 

に増加しました。 

 

・地域再生に向けて住民バスを有

効的に生かすためには？ 

・住民アンケートやワークショ 

ップの実施。 

 



 

 
よりよい協働を進めていくための６つの原則 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

２ コラボレーションするために 

いざ！コラボレーション 

１ 目指す目標は一緒 

 何のために協働するのか、どんな課題を解決したいのかという
「目的」と、いつまでにどのような成果をあげるのかという「目
標」を話し合い共有しましょう。 

 

２ お互いを知ろう 

 お互いに違いがあることを認識しながら、話し合いを進める中
で、相互理解と、信頼関係を作りましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 対等の関係で補い合おう 

 お互いを尊重しつつ、対等な関係のもとで協働を進め、お互いの
特性を活かし、各々の「役割」と「責任」を明確にし、足りない
部分を補い合いましょう。  

 

５ 情報を公開しよう 

協働の相手方の選定、企画立案、実施、評価などの各プロセスに
おいて、情報を公開し、市民に対する説明責任を果たすことが必
要です。 

 

６ 評価の実施 

 協働事業の結果をお互いに「評価」「点検」し、ふり返り、成果
や今後の課題を共有するために話し合い、明らかになった課題を
次の協働に活かしましょう。 

 

４ プロセスを共有しよう 

「企画立案」「実施」「評価」など、各段階で協議する場を設けプ
ロセスを共有しましょう。 

 



 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

３ いざ！コラボレーション 

ステップ ①→②→③→④→と進めましょう 

 

 

協働のかたちを考える 

ステップ① 
話し合い・情報交換 

出 会 い 

市民活動団体 行  政 

ステップ④ 
ふり返り・評価・改善 

ステップ③ 
実  施 

ステップ② 
企  画 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

出会いの場づくり

や相談は市民活動

センターへ。 

 

ベストなスタイル

の協働を考える。 

広く結果を公表。 

ホームページ 
広報 など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

協働を進めるためには、まず、話し合うことから始めます。取組み

が必要な課題やテーマについて、お互いの視点が見いだせるように

します。 

チェックポイント チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 

 
意見・情報の交換ができてい
るか 

 

Ｂ 
協働相手の良さや得意分野
を理解できているか 

Ｃ 
対等の関係で、同じ目線で取
り組む姿勢ができているか 

Ｄ 
取組みが必要な課題を互い
の視点で見いだせているか 

Ｅ 
ベストな「かたち」の協働を
探せているか 

 

0
1
2
3
4
5

A

B

CD

E

協働のステップごとにチェック欄のレーダーチャートに 

５段階評価をして点数を記入し、自分達の取り組みを確 

認してみましょう。 

【５段階評価】 

１点：できていない  ２点：あまりできていない  

３点：まあまあできた ４点：できた ５点：大いにできた 

 

コラボレーションを進めるために 

ステップ① 話し合い・情報交換 



       

 

事業内容を充分に話し合い、協働に取り組む意義や成果を検討しな

がら効果的に実施できる内容を企画していきます。 

チェックポイント（協働の視点） チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 
何のために協働するかの 
「目的」が共有できているか 

 

Ｂ 
どんな成果をあげるかの 
「目標」を共有しているか 

Ｃ 
目標を達成する手段として
の仕組みを考えているか 

Ｄ 
それぞれの役割と責任分担 
を話し合っているか 

Ｅ 
互いを知り、信頼関係が生ま
れているか 

 

チェックポイント（運営の視点） チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 
経費負担や資金の運用・管理
方法を決めているか 

 

Ｂ 
計画段階から実施後まで公
開方法を話し合っているか 

Ｃ 
実施途中で評価する時期、回 
数等を決めているか 

Ｄ 
事業開催時における安全対
策などを検討できているか 

Ｅ 
重要な事柄は文書化できて
いるか 

 

 

0
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B
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E

0

1

2

3

4

5
A

B

CD

E

ステップ② 企 画 



 

 

協働相手とのコミュニケーションを大切にし、情報を共有し、得

意分野を活かし助け合いましょう。 

チェックポイント  チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 

 
役割分担に基づいて事業を
実施できているか 

 

Ｂ 

 
当初の目的・目標に基づいて
事業を実施できているか 

Ｃ 
互いを尊重しつつ、対等なパ
ートナーとして協議・取組み
ができているか 

Ｄ 
役割分担ごとに安心・安全の 
ための対応措置は取ってい
るか 

Ｅ 

 
互いの進行状況やお金の管
理を点検しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
1
2
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4
5

A

B

CD

E

ステップ③ 実 施 



 

 

協働相手と一緒にふり返り、成果や課題を共有することで、次の

協働事業がより充実した展開となり、自らの学びにも繋がります。 

チェックポイント（協働の視点） チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 
協働で事業を行ったことに
よる効果を話し合ったか 

 

Ｂ 
協働相手との理解と信頼関
係を深めることができたか 

Ｃ 
協働相手を尊重しつつ、対等
な関係で取り組めたか 

Ｄ 
協議の場を設け、事業実施プ
ロセスを共有できたか 

Ｅ 
 

役割、責任を果たせたか 

 

チェックポイント（実施の視点） チェック欄（レーダーチャート） 

Ａ 
互いがそれぞれに事業内容
を振り返ったか 

 

Ｂ 
目標とした成果が得られた
か 

Ｃ 
資金の運用管理は的確に行
えたか 

Ｄ 
改善点などを話し合い、共有
できたか 

Ｅ 
事業の成果、ふり返り内容を 
情報発信できたか 
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ステップ④ ふり返り・評価・改善 
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